
一
几
日
は
書
の
及
は
さ
る
所
を
佐
く
、
故
に
高
物
を
象
て
便
宜
を

得
る
こ
と
多
し
と
い
へ
と
も
、
輿
地
を
甚
と
す
、
今
巷
首
に
出

す
所
は
新
古
仝
國
二
固
を
参
訂
し
て
作
る
所
な
り
、
各
郡
の
首

に
牧
る
所
は
新
古
分
折
国
を
雨
存
す
、叉
名
山
ｏ大
川
・紳
祠
。佛

利
の
如
き
は
、
共
勝
概
を
絡
書
し
、
門
庭
を
出
す
し
て
坐
な
か

ら
方
四
十
里
の
曲
折
を
想
像
せ
し
む
ぅ
寺
融
資
物
の
類
亦
然
．

一
聞
國
二
十
二
郡
、
豊
島
・葛
飾
・荏
原
・橘
樹
・久
長
岐
・都
筑
・多

磨
・新
座
・足
立
・入
間
・高
麗
。比
企
・横
見
・埼
玉
。大
里
‘男
会
・

幡
羅
・榛
澤
・那
賀
。兄
玉
・加
美
・秩
父
、是
大
城
を
中
央
と
し
諸

部
を
盤
環
し
て
立
る
所
の
次
第
た
り
、
然
と
も
捜
索
編
修
の
功

に
及
て
は
、
便
に
随
ふ
か
故
に
各
郡
成
書
の
年
代
前
後
遅
速
あ

り
、
證
例
も
各
自
異
同
あ
る
こ
と
を
見
れ
す
、
今
改
側
し
て
一

に
婦
す
る
に
及
は
す
、

一
大
城
は
豊
島
に
在
、
天
正
東
遷
以
末
東
照
宮
鼎
の
所
に
し
て
、

慶
長
成
業
の，
後
世
々
絡
軍
の
府
と
な
る
。
府
下
の
市
街
に
至
て

は
、
荏
原
ｏ葛
飾
二
郡
の
地
に
波
及
し
て
日
月
に
繁
榮
す
「
抑

大
城
に
於
て
は
臣
下
の
転
議
す
へ
き
に
あ
ら
す
０
市
街
に
至
て

も
府
下
に
密
運
す
る
所
、
共
事
小
な
ら
す
、
姑
閥
如
し
て
他
日

の
率
を
倹
つ
Ｄ

一
升
槻
。川
越
・忍
諸
城
の
如
き
は
東
北
の
銀
な
り
、
是
等
は
各
郡

の
次
序
に
従
て
城
地
を
中
と
し
、
城
下
町
を
次
第
し
て
諸
村
に

及
ふ
も
の
亦
一
例
な
り
，

一
山
川
の
類
戴
村
に
開
繁
す
る
も
の
は
一部
首
に
出
す
、
或
は
数
郡

に
及
へ
は
重
出
す
る
も
の
あ
り
、
共
尤
大
な
る
も
の
は
巻
首
に

出
す
。

一
豊
島
郡
は
文
政
九
年
成
、几
府
下
府
外
尤
混
活
し
て
排
し
匡
し
、

俯
傍
の
諸
村
に
町
並
地
と
琥
す
る
所
あ
り
、
是
建
彙
の
初
は
団

野
な
，
し
を
、
後
年
許
可
せ
ら
れ
て
市
店
を
置
所
な
り
、
故
に

居
人
は
町
奉
行
に
馬
し
、
地
租
は
代
官
業
に
牧
む
る
こ
と
奮
に

偽
る
。
此
等
の
類
全
村
町
並
と
な
り
し
は
、
府
に
譲
て
探
取
せ

す
、
村
市
混
し
置
る
ヽ
も
の
は
村
落
に
島
せ
し
も
の
あ
り
、
覧

者
共
参
差
た
る
を
訪
る
こ
と
勿
れ
。

一
葛
飾
郡
奮
下
総
國
に
隷
す
。
【
下
絶
風
土
記
】
中
此
郡
の
巻
早
已

に
亡
失
し
て
、
記
事
す
べ
て
知
へ
か
ら
す
〓
今
日
餘
の
都
に
優

て
新
に
蒐
羅
し
、
文
政
八
年
成
。

新
編
武
蔵
風
上
記
稿
首
港
例
義


